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の都会で人口96万の商工業の盛んな港町である。現在は， 北アフ リカからの移民が多く， 多種
多様の人種が集っていて，パリ同様，治安の点ではよくないと云う。パリなども大勢人の集る

























































てみられず色調は， 黒を主流に，こげ茶，マロン，ダーク ・グリーンなどやはり，秋， 冬向け




っきり減っている と云う事である。 しかし最近日本では，パリ・ コレクションばやりで企業の














エーショ ンにとむク リスチャン ・ディオールと，静かで、しぶい演出で従来のオー ト・ クチュー
ルのあり方を誇示するマダム ・グレと，全く対照的な印象をうけた。また，現代のモードの中
でく りかえし登場するフォーク ・ロア調の服は，特色ある民族衣裳がそのベースになっている
事は，云うまでもないが，数々の衣裳を実際の目でたしかめる事の出来たのは非常に大きな収
穫で，次回は後半に見学したアルサス地方のミュルーズ染織美術館の内容と，アルルのアルラ
タン博物館などの民族衣裳を取り上げて，着装，素材，構成について述べたいと考えている。
おわりに，浅井学園創立40周年記念行事の一環として，海外研修に参加させて項いた事を，
感謝すると共に，今回の研修で学んだ事柄を今後の学生指導に生かし，また貴重な体験と収穫
を得たことは，今は亡き浅井学園長の永い年月に亘る服飾の原点や美に対する御指導の賜物と
深感しこれを契機に更に研さんにはげみたいと思う。ここに浅井学園長の御冥福を心より御祈
り申し上げます。
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